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JICA  ルサカ郡総合病院運営管理能力強化プロジェクト

CASSIOPEIA−UHC達成に向けて、対象の5つの病院における、５つ星に輝く質の高い医療ケアサービスを目指して
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「病院運営管理強化に向
けた日本の取組みと経験」

研修

チパタ病院とチレンジェ病院
の交流プログラム

 
 

日本の学校教師が
チャワマ病院を訪問

 
フォト・フォーカス  

 
日本で開催された

病院運営管理強化研修

 

2023年6月27日から7月7日にかけて日本で開催された「病院運営管理強化に向けた日本の
取組みと経験」研修でのザンビア人研修員と日本人専門家の様子。国立国際医療研究センタ
ーで手指衛生のトレーニングを行っている。
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日本での病院運営管理強化研修
ザンビア人研修生が病院運営管理強化における日本の取組みと経験を理解
することを目的として行われました。

日本での研修は、病院経営と
感染予防対策における日
本の経験に焦点を当てた
ものでした。研修メンバー

の選定は、2023年1月に院長を対象
に実施された1回目を踏まえ、プロジ
ェクトの推進に重要な人材を対象と
して、日本での経験をより強く伝える
ための戦略的なものでした。研修に
は、ルサカ州保健局と5つの一次レベ
ル病院の事務長、看護師長が参加し
ました。
 
 研 修 生 は 、日 本 の 病 院 運
営のあり方について、病院の使命、
ビジョン、目標に焦点を当てた講義
を受けました。病院のミッションと
ビジョンを共有することは、全職員
の モチ ベ ーションを高 めることが
できる重 要 な 要 素 の ひとつで す。 
 研修では、医薬品、医療品、
医療機器のサプライチェーンマネジ
メントにも焦点を当てました。医療
用品の分野では、5Sを用いた施設内
の配置や、医薬品がどのように管理
されるか、基本的にサプライチェー
ンがどのように運営されているか、
そして患者であるエンドユーザー
に届くまでどのように医薬品が調達
されるかに焦点があてられました。 
 ザンビアの薬剤師が病棟に
入り、この業務を遂行することができ
れば、病院内の医薬品を管理するの
に役立ちます。そして、病棟から得ら
れたデータを使って、各病棟での使
用状況に応じて途切れなく日本での
医療器材・医薬品を提供することが
できるのです。

 研修生は、機器のメンテナ
ンス方法、機材のメンテナンス実施
の戦略を高く評価しました。今回の
研修で注目した重要な問題のひとつ
は、予防保全が日常的に行われてい

ること、そして、エンドユーザーが作
動している機器と作動していない機
器をチェックし、機器の手入れをす
るよう訓練されていること（ユーザー
トレーニング）だと強調しました。こ
れをザンビアでも活用し、機器のメ
ンテナンスに優先順位をつけ、適切
に管理すれば、機器の交換にかかる
施設側の莫大なコストを削減し、機
材を長持ちさせることができます。 
 
 研修で焦点を当てたもうひ
とつの分野は、感染予防管理（IPC）
と、病院環境の基本原則、外来におけ
る患者の流れや混雑を緩和するため
のトリアージ（優先順位）の仕組みで
した。 
 感染予防管理で直面してい
る課題は、以前は看護師や医師がザ
ンビアの衛生環境スタッフと協力す
る体制があったものの、最近ではす
べてが衛生環境スタッフに任される
ようになり、彼らの負担も大きく、病
院における感染予防管理が難しくな
っています。日本では、看護師や医療
スタッフの連携を強化することで、
仕組みの自立性を確立しています。 
 感染予防管理に関して、日本
の病院の廃棄物管理方法について
の学びも大きいものでした。日本の
病院では、廃棄物を発生時点で分別
できるシステムがあり、これが感染対
策の遵守に役立っています。もし私た
ちも同じように廃棄物を管理するこ
とができれば、病院廃棄物の処理は
はるかに向上し、安全になるだろうと
思います。

 また研修では、人材管理、財
務管理についても学びました。また、
医療保険制度や施設運営の意思決
定プロセス上のデータ管理方法につ
いても説明がありました。

 
チョラ・チョンゴ医師 - ルサカ州保健局 公衆衛生部長

真生会病院の真鍋院長に記念品を
贈るルサカ州保健局のチョンゴ医
師とチポウェ看護部長。

ザンビア人研修生に静脈注射の準
備を見せる国立国際医療研究セン
ターの看護師。

国立国際医療研究センターの救命
救急センター前のザンビア人研修
生。

医薬品の供給・加工・流通（SPD）プ
ロセスについての説明の様子。
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 さらに 研 修 生 は 、プ ロ ジ
ェクト対象病院と同規模の富山県
の 真 生 会 富 山 病 院を訪 問して、「
他 者 へ の 思 い やり」を意 味 する「
自利 利 他」の 精 神 など、日本 の 文
化 的 規 範 の 観 点 から重 要 な 留 意
点が強調されました。この言葉を
スタッフや職場環境に浸透させる
ことで、スタッフが 患 者を満 足さ
せることに集中できるような姿勢
を築く土台を作ることができます。 
 
 真生会の注目すべきもう一
つの点は、地域社会やスタッフから
収集された意見や知見をフィードバ
ックする仕組みと、その回答が病院
のサービス向上のためにどのように
活用されるかという点です。その上
で、私たちザンビアの病院に見られ
るいくつかの課題においても、フィー
ドバックや苦情処理メカニズムを、
患者や地域住民の満足度を向上さ
せるために、どう活用すべきか、学び
アイデアを得ることができました。

 現 在 地 域 住 民 は、政 治 家
などの 上 層 部 へ の 直 接 報 告 や 苦
情を言うようになっていますが、本
来あるべき姿ではありません。も
し施設に苦情処理メカニズムがあ
り、地域住民がそこで報告すれば
対応してくれると信頼関係が築け
れ ば、問 題 は 解 決 するは ずで す。 
 
 この研修では、各部門がミ
ーティングを開き、設定された指標
について話し合い、十分な情報を得
た上で意思決定を行うよう見直すこ
とで、集中力を高め、各自のシステ
ムをうまく調整できるようにする、と
いう調整面にも焦点を当てられまし
た。この要素が強化されれば、医療
施設の管理方法を調整するのにとて
も役に立ちます。
 病院の運営側の役割は重要
であり、運営側が組織の目標に集中
すれば、システムをうまく調整し、自
分たちの行動に対する説明責任を
確実に果たすことができます。

 さらにトレーニングとは別
に、日本人の規律正しさ、謙虚さ、シ
ンプルさに驚きました。日本人のや
り方には秩序があります。技術の進
歩にもかかわらず、日本の文化はい
まだに強く人々を尊重しています。
 チョンゴ医師は、日本酒と寿
司という日本の伝統的な嗜好品につ
いても言及され、日本文化をとても
楽しんだ様子でした。 
 
 最後に、理論よりも実際に
見たり体験したりすることのほうが
重要で、なぜならそれは、物事が実
際に可能であることがわかり始める
からです。また、臨床工学技師、薬剤
師、データ管理者など、研修に参加
させるスタッフを戦略的に選ぶこと
も重要です。なぜなら、彼らは変革の
立役者であり、変貌して戻ってくるか
らであり、学んだことを実行に移せ
るチームを徐々に作り上げていくか
らです。

同じく研修に参加したチ
レンジェ一次レベル病
院の看護師長モンデ・
ムヤンバンゴ氏とのイ

ンタビューでは、この研修は教育的
であり、優れた管理システム、優れた
調整力、チームワークなど多くのこと
を学ぶことができ、研修のプレゼン
テーションの流れも理解しやすかっ
たと高評価でした。 
 また、真生会富山病院で働
くスタッフの仕事ぶりにも驚いたと
いいます。病院の各スタッフには特
定の職務があり、全員がチームとし
て関わっています。例えば、私たち
の病院では、薬局に薬を注文するな
ど、すべてが整っているか確認する
ために走り回る看護師がいますが、
真生会病院では部署が注文をする
と、決められた人が薬を病棟に届け
ます。看護師と薬剤師の部署はよく
整理整頓されており、物品の並べ方
にも5Sが適用されています。彼女は

さらに 日本人は時間管理に長けて
おり、それは我々も見習うべき点だ
と言います。

 また、機材管理についても、
予防保全の定期的なスケジュールを
設定して、適切に管理するということ
を学びました。 
 今後、チーム全員を参加さ
せるオリエンテーションを計画して
おり、5Sの実施を始めました。プロジ
ェクトが終了しても、継続的な指導と
監視を続ける予定です。

チパタ一次レベル病院の
アンソニー・カゼンベ氏 
によると、今回の研修で
は、患者満足度、廃棄物

管理、医薬品の在庫管理、病院環境
の清潔保持についても大変勉強に
なったといいます。 
 廃棄物管理に関しては、病
院スタッフは周囲の衛生環境に責
任を持つべきであり、それぞれのゴ

ミ箱にどのような廃棄物が捨てられ
るかを示すために、写真付きのラベ
ルを明確に貼るべきです。廃棄物の
分別と周囲を清潔に保つことを意識
させれば、感染症の減少に本当に役
に立ちます。 
 
 また研修中に、日本ではど
のように病院を管理し、うまく機能し
ているかを見る機会があったと言い
ます。さらに病院の清潔さと各スタ
ッフの責任感にとても驚きました。 
 アンソニー氏は、フロアマ
ネージャーが、患者と彼らが受ける
ケアに対してどのような関心を持っ
ているかを例に挙げました。彼らは
患者が必要とするサービスを確実
に提供し、患者が満足するよう見守
っています。

 真生会病院では、患者一人
ひとりの生命を尊重するという理念
のもと、患者を幸せにすることに力
を注いでいました。患者さんに満足
していただけるサービスを提供する
こと。患者に微笑みかけるだけで、患
者は回復を確信し、元気を取り戻す
と信じられていました。
 
 また、病院での体験に加え、
休みの日には、ザンビアにはないビ
ーチにて砂の家づくりも楽しみまし
た。日本人の親切さに感謝し、日本食
の「寿司」を嗜み、日本文化を大いに
堪能しました。

モンデ・ムヤンバンゴ氏 - 
チレンジェ病院看護師長

アンソニー・カゼンベ氏 - 
チパタ病院、事務長 
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チパタ病院とチレンジェ病院の交流プログラム
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	 2023年7月20日、チパタ一次レベル病院の院長、医療・管理スタッフで構成される経営陣は、チレンジェ一次レ
ベル病院から国民健康保険制度（NHIMA）部門の運営方法を学ぶ目的で、チレンジェ一次病院を訪問しました。NHIMA
により、病院は直接機構から収入を出来高払いで得ることができます。NHIMA患者が増えれば病院の収入は上がりま
す。

 チレンジェ一次レベル病院のリチャード・ムワイラ院長は、チパタ一次レベル病院の経営陣に対し、各病棟の
スタッフがレビュー会議を継続して実施し、病院インフラの改善や人的資源の増強などの病院を改善し、NHIMAをどの
ように活用するのかを計画するために経営陣のリーダーシップとコミットメントが必要であるとアドバイスしました。ま
た、チレンジェにはNHIMAに関する業務を専門に遂行するスタッフがおり、彼らの存在が患者の待ち時間短縮に役立
っていることにも言及しました。 提供するサービスや病院の環境をより改善するために、病院内の各スタッフの積極的
な関与の必要性を強調しました。

 チレンジェ病院のモンデ・ムヤンバンゴ看護師長は、チパタの経営陣に対し、チームワークが重要であ
り、NHIMA病棟と病院全体を改善するためには、すべての部門長が関与しなければならないことを強調しました。チパ
タ一次レベル病院は、その後チレンジェ一次レベル病院を見学し、NHIMAを活用して行われている活動のいくつかを
見学しました。

チレンジェ病院とチパタ病院の経営陣が、チレンジェ病院のNHIMA病棟に関して議論している様子。

チャワマ病院関係者、プロジェクトスタッフと集合
写真を撮る日本の先生たち。

日本の教師がチャワマ一次レベル病院を訪問 
 2023年7月25日、日本の学校教師陣がチャワマ一次レベル病院を訪問しました。JICAのザンビアで
の活動を知り、国際開発におけるJICAの役割を理解し、生徒たちにザンビアのことを知ってもらうことが目
的です。病院では、リハビリテーション、産科、外来などの病棟を見学しました。
 チャンダ・シュラ院長は、先生たちに病床数や患者数などの統計情報、よくある症例などの基本的
な病院の概要を説明しました。

チャワマ病院のリハビリテーション病棟見学の
様子。

Cassiopeia Nkani Vol. 21 July 2023
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Longacres. P.o. Box 30027, Lusaka, 10101, 
ZAMBIA

フォト・フォーカス

薬局で発注プロセスに関する説明を受け
ている研修生の様子。

医療品がどのように管理されているかを見
学する研修生の様子。

感染予防と管理に関するアンケートについ
ての協議する様子。

講義中のザンビア人研修生の様子。

データ入力方法を学ぶ研修生の様子。 滅菌についての説明を受けるザンビア人研
修生の様子。

日本の海岸でチョンゴ医師、ニャンガ専門家、塩田専門家
に砂の家の作り方を教えるザゼンベさん。
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